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岩手 県 環境 保健 研究 セン ター 動物 実験 等 の 適正 な 実施 に 関す る 規程 


本 規程 は 、「 動物 の 愛護 及び 管理 に 関す る 法律 (昭和 48 年 法律 第 105 号 )」 
(以下 「 法 」 と いう 。 ) 、「 実 験 動物 の 飼養 及び 保管 並び に 苦痛 の 軽減 に 関す 
る 基準 (平成 18 年 4 月 環境 省 告示 第 88 号 )」( 以 下 「 飼 養 保管 基準 」 と い 
う 。)、 「 厚 生 労 働 省 の 所 管 す る 実施 機関 に お ける 動物 実験 等 の 実施 に 関す る 
基本 指針 (平成 18 年 6 月 厚生 労働 省 通知 )」( 以 下 「 基 本 指針 」 と いう 。) を 
踏ま え 、 日 本 学術 会 議 が 作成 し た 「 動物 実験 の 適正 な 実施 に 向け た ガイ ドラ イ 
ン (平成 18 年 6 月 )」( 以 下 「 ガ イド ライ ン 」 と いう 。) を 参考 に 、 科 学 的 観 
点 、 動 物 愛 護 の 観点 及び 環境 保全 等 の 観点 並び に 動物 実験 等 を 行う 職員 等 の 安 
全 確 保 の 観点 か ら 、 動 物 実 験 等 の 実施 方 法 を 定め る も の で ある 。 








第 1 章 総則 
(趣旨 及び 基本 原則 ) 


第 1 条 この 規程 は 、 岩 手 県 環境 保健 研究 セン ター( 以 下 「 当 セン ター」 と い 


2 


う 。) に お ける 動物 実験 等 を 適正 に 行う た め 、 動 物 実 験 委員 会 の 設置 、 動 物 実 
験 計画 の 承認 手続 き 等 必要 な 事項 を 定め る も の と する 。 

動物 実験 等 に つい て は 、 法 、 飼 養 保管 基準 、 基 本 指針 、「 動 物 の 殺 処 分 方 法 
に 関す る 指針 (平成 7 年 総理 府 告示 第 40 号 )」( 以 下 「 処 分 指針 」 と う 。)、 そ 
の 他 の 法令 等 に 定め が ある も の の ほか 、 こ の 規程 の 定め る と ころ に よる も の と 
する 。 











3 動物 実験 等 の 実施 に 当たっ て は 、 法 、 飼 養 保管 基 準 、 基 本 指針 、 処 分 指針 及 





び ガ イド ライ ン に 則 し 、 動物 実験 等 の 実施 に 際 し て 考慮 すべ き 原 則 で ある 代替 
法 の 利用 (科学 上 の 利用 の 目的 を 達する こと が で きる 範囲 に お いて 、 で きる 限 
り 動 物 を 供する 方 法 に 代わ りえ る も の を 利用 する こと を いう 。)、 使 用 数 の 削減 
( 科学 上 の 利用 の 目的 を 達する こと が で きる 範囲 に お いて 、 で きる 限り その 利 
用 に 供 さ れる 動物 の 数 を 少な くす る こと 等 に より 実験 動物 を 適切 に 利用 する こ 
と を 配慮 する こと を いう 。) 及び 苦痛 の 軽減 (科学 上 の 利用 に 必要 な 限度 に お 
いて 、 で きる 限り 動物 に 苦痛 を 与え な い 方 法 に よっ て し な けれ ば な ら な いこ と 
を いう 。) の 3R (Replacement 、Reduction 、 Refinement ) に 基づき 、 適 正 に 実 
施し な けれ ば な ら な い 。 




















第 2 条 この 規程 に お いて 、 次 の 各 号 に 掲げ る 用 語 の 定義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 


に 定め る と ころ に よる 。 
(1) 動物 実験 等 本 条 第 5 号 に 規定 する 実験 動物 を 検査 、 試 験 研究 、 教 育 そ の 
他 の 科学 上 の 利用 に 供する こと を いう 。 





(2) 飼養 保管 施設 実験 動物 を 恒常 的 に 飼養 も し く は 保管 する 施設 設備 を いう 。 

(3) 実験 室 実験 動物 に 実験 操作 ( 48 時 間 以 内 の 一 時 的 保管 を 含む ) を 行う 
動物 実験 宝 を いう 。 

(4) 施設 等 飼養 保管 施設 及び 実験 室 を いう 。 

(5) 実験 動物 動物 実験 等 の 利用 に 供する た め 、 施 設 等 で 飼養 又は 保管 し て い 
る 貴 乳 類 、 鳥 類 、 そ の 他 の 動物 を いう 。 

(6) 動物 実験 計画 動物 実験 等 の 実施 に 関す る 計画 を いう 。 

(7) 動物 実験 実施 者 動物 実験 等 を 実施 する 者 を いう 。 

(8) 動物 実験 責任 者 動物 実験 実施 者 の うち 、 動 物 実験 等 の 実施 に 関す る 業務 

を 統括 する 者 を いう 。 

(9) 管理 者 所 長 の 命 を 受け 、 実 験 動物 及び 施設 等 を 管理 する 者 で 、 副 所 長 

(技術 ) を いう 。 

(0) 飼養 者 動物 実験 責任 者 又は 動物 実験 実施 者 の 下 で 実験 動物 の 飼養 又は 保 

管 に 従事 する 者 を いう 。 

(1) 管理 者 等 所 長 、 管 理 者 を いう 。 

(2 法 及 び 指 針 等 法 、 飼 養 保管 基準 、 基 本 指針 、 処 分 指針 及び ガイ ドラ イン 、 
その 他 の 法令 等 に 定め が ある も の を いう 。 



































第 2 章 適用 範囲 
第 3 条 この 規程 は 、 当 セン ター に お いて 実施 され る 路 乳 類 、 鳥 類 、 そ の 他 の 動 
物 を 用 いる すべ て の 動物 実験 等 に 適用 され る 。 
2 動物 実験 責任 者 は 、 動 物 実験 等 の 実施 を 当 セ ンタ ー 以 外 の 機関 に 委託 等 する 
場合 、 委 託 先 に お いて も 、 基 本 指針 又は 他 省 庁 の 定め る 動物 実験 等 に 関す る 基 
本 指針 に 基づき 、 動 物 実 験 等 が 実施 され る こと を 確認 する 。 





第 3 章 所 長 の 責務 
第 4 条 この 規程 に お いて 、 所 長 の 責務 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定め る と ころ と 
する 。 

(1) 所 長 は 、 当 セン ター に お ける 動物 実験 等 の 実施 に 係る 最終 的 な 責任 者 と し 
て 統括 する 。 

(2) 所 長 は 、 動 物 実 験 等 に 係る 法 及び 指針 等 の 規定 を 踏ま え 、 当 セン ター に お 
ける 動物 実験 等 の 具体 的 な 実施 方 法 を 定め た 規程 等 の 策定 及び それ ら の 改定 
を 行う 。 

(3 所 長 は 、 動 物 実験 等 の 適正 か つ 円 滑 な 実施 の た め 、 動 物 実 験 等 に 係る 施設 
の 飼養 環境 を 整備 する な ど 、 必 要 な 措置 を 講じ る 。 

(4) 所 長 は 、 動 物 実験 計画 が 本 規程 に 適合 し て いる か 否 か の 審査 を 行う な ど 、 











適正 な 動物 実験 等 の 実施 に 必要 な 事項 を 検討 する た め 、 動 物 実験 要員 会 を 設 
置 する 。 

(5) 所 長 は 、 事 前 に 動物 実験 責任 者 が 申請 し た 動物 実験 計画 又は その 変更 の 承 
認 の 可否 を 、 動 物 実験 要員 会 に 府 問 し 、 答 申 に 基づい て 当該 実験 の 実施 を 承 
認 、 又 は 理由 を 付 し て 却下 する 。 

(6) 所 長 は 、 動 物 実験 等 の 終了 後 、 動 物 実験 責任 者 か ら 動 物 実験 計画 の 実施 結 
打っ 動物 実験 委員 会 に 議 問 し 、 答 申 に 基づい て 必要 

こ 応 じ 適 正 な 動物 実験 等 の 実施 の た め の 改 善 措置 を 講じ る 。 

所 長 は 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 に 対し 、 動 物 実験 等 の 適正 な 実施 及び 
実験 動物 の 適正 な 飼養 並び に 保管 に 関す る 知識 を 修得 させ る た め の 教 育 訓 練 
の 実施 等 、 資 質 の 向上 を 図る た め に 必要 な 措置 を 講じ る 。 

(8) 所 長 は 、 定 期 的 に 当 セ ンタ ー で 実施 され る 動物 実験 等 が 本 規程 に 適合 し て 
いる か に つい て 、 点 検 及び 評価 を 行う と と も に 、 当 該 点検 ・ 評 価 の 結果 に つ 
いて 、 当 所 以外 の 者 に よる 検証 を 実施 する こと に 努め る も の と する 。 ま た 、 
当該 点検 ・ 評 価 の 結果 等 に つい て 適切 な 方 法 に より 公開 する 。 












































第 4 章 動物 実験 委員 会 


第 5 条 動物 実験 要員 会 は 、 次 の 事項 を 審査 し 、 所 長 に 報告 又は 助言 する 。 


(1) 動物 実験 計画 が 法 及び 指針 等 並び に 本 規程 に 適合 し て いる こと 

(2) 動物 実験 計画 の 実施 状況 及び 結果 に 関す る こと 

(3) 施設 等 及び 実験 動物 の 飼養 保管 状況 に 関す る こと 

(4) 動物 実験 及び 実験 動物 の 適正 な 取扱 い 並 びに 関係 法令 等 に 関す る 教育 訓練 
の 内 容 又 は 体制 に 関す る こと 

(5) 自己 点検 ・ 評 価 、 情 報 公開 に 関す る こと 

(6) その 他 、 動 物 実験 等 の 適正 な 実施 の た め の 必 要 事 項 に 関す る こと 

2 動物 実験 要員 会 に 関す る 必要 事項 は 、 別 に 定め る 。 














第 5 章 動物 実験 等 の 実施 
( 動物 実験 計画 の 立案 、 審 査 、 手 続き ) 


第 6 条 動物 実験 責任 者 は 、 動 物 実験 等 に より 取得 され る デー タ の 信頼 性 を 確保 


する 観点 か ら 、 次 に 掲げ る 事項 を 踏ま えて 動物 実験 計画 を 立案 し 、 所 定 の 動物 

実験 計画 書 ( 様 式 1 ) を 所 長 に 提出 する 。 

(1) 動物 実験 等 の 目的 、 意 義 及び 必要 性 

(2) 代替 法 を 考慮 し て 、 実 験 動物 を 適切 に 利用 する こと 

(SG) 実験 動物 の 飼養 数 削減 の た め 、 動 物 実験 等 の 目的 に 適し た 実験 動物 種 の 選 
定 、 動 物 実験 成績 の 精度 と 再現 性 を 左右 する 実験 動物 の 数 、 遺 伝 学 的 及び 微 








生物 学 的 品質 並び に 使用 条件 を 考慮 する こと 

(4) 苦痛 の 軽減 に より 動物 実験 等 を 適切 に 行う こと 

(5) 苦痛 度 の 高い 動物 実験 等 、 例 えば 、 致 死 的 な 毒性 試験 、 感 染 実験 等 を 行う 
場合 は 、 動 物 実験 等 を 計画 する 段階 で 人 道 的 エン ド ポ イン ト (実験 動物 を 激 
し い 苦 痛 か ら 解放 する た め の 実 験 を 打ち 切る タイ ミン グ ) の 設定 を 検討 する 
こと 

(6) 動物 実験 終了 後 又は 人 道 的 エン ド ポ イン ト に お いて 実験 動物 を 処分 する 場 
合 は 適切 な 方 法 で 安楽 死 処 置 を 行う こと 

2 所 長 は 、 動 物 実験 責任 者 か ら 動 物 実 験 計画 書 ( 様 式 1 ) の 提出 を 受け た と き 

は 、 動物 実験 委員 会 に 審査 を 付議 し 、 そ の 結果 に 基づい て 承認 又は 非 承認 を 決 

定 し 、 当 該 動物 実験 責任 者 に 通知 する 。 

3 動物 実験 責任 者 は 、 動 物 実験 計画 に つい て 所 長 の 承認 を 得 た 後 で な けれ ば 、 

動物 実験 等 を 行う こと が で き な い 。 














(実験 操作 ) 

第 7 条 動物 実験 実施 者 は 、 動 物 実 験 等 の 実施 に あたっ て 、 法 及び 指針 等 並び に 
本 規程 に 即 す る と と も に 、 特 に 以下 の 事項 を 遵守 する 。 

(1) 適切 に 維持 管理 され た 施設 等 に お いて 動物 実験 等 を 行う こと 

(2) 動物 実験 計画 書 ( 様 式 1 ) に 記載 され た 事項 を 遵守 する こと 

(3) 安全 管理 に 注意 を すべ まき 実験 (物理 的 、 科 学 的 に 危険 な 材料 、 病 原 体 ) に 
つい て は 、 関 係 法令 等 及び 当 セ ンタ ー に お ける 関連 規程 (病原 体 等 安全 管理 
要綱 、 食 品 等 検査 業務 管理 要領 、 病 原 体 等 検査 業務 管理 要領 、 廃 棄 物 管理 手 
順 書 ) 等 に 従う こと 

2 動物 実験 責任 者 は 、 動 物 実験 計画 を 実施 し た 後 、 所 定 の 動物 実験 結果 報告 
(様式 2 ) に より 、 使 用 動物 数 、 計 画 か ら の 逸脱 の 有無 、 成 果 等 に つい て 所 長 
に 報告 する 。 























第 6 章 実験 動物 の 飼養 及び 保管 
第 8 条 管理 者 等 は 、 実 験 動物 の 飼養 及び 保管 に 必要 な 事項 に つい て 、 別 に 飼養 
保管 に 関す る マニ ュ ア ル を 定め 、 動 物 実験 責任 者 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 
に 周知 し 遵守 さき せる 。 








第 / 章 動物 実験 施設 
第 9 条 管理 者 等 は 、 動 物 実験 施設 に つい て 、 次 に 掲げ る 事項 を 満た す よ う 管 理 
し 、 適 切な 維持 及び 改善 に 努め る 。 
(1) 適切 な 温度 、 湿 度 、 換 気 、 明 る さ 等 を 保つ こと が で きる 構造 で ある こと 





(2) 実験 動物 の 種類 や 飼養 又は 保管 する 数 等 に 応じ た 飼養 設備 を 有する こと 

(3 床や 内 壁 な どの 清掃 、 消 毒 等 が 容易 な 構造 で 、 和 器材 の 洗浄 や 消毒 等 を 行う 
衛生 設備 を 有する こと 

(4) 実験 動物 が 逸走 し な い 構 造 及び 強度 を 有する こと 

(5) 臭気 、 騒 音 、 廃 棄 物 等 に よる 周辺 環境 へ の 悪影響 を 防止 する 措置 が 取ら れ 
て いる こと 











第 8 章 安全 管理 
(危害 防止 ) 
第 10 条 管理 者 等 は 、 人 逸走 し た 実験 動物 の 捕獲 の 方 法 等 を あら か じ め 定 め る 。 
2 管理 者 等 は 、 人 に 危害 を 加え る 等 の 恐れ が ある 実験 動物 が 施設 等 外 に 逸走 し 
た 場合 に は 、 速 や か に 関係 機関 に 連絡 する 。 
3 管理 者 等 は 、 動 物 実験 責任 者 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 が 、 実 験 動物 由来 
の 感染 症 に か か る こと を 予防 する た め 、 必 要 な 措置 を 講じ る 。 
4 管理 者 等 は 、 動 物 実験 責任 者 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 が 、 危 険 を 伴う こ 
と な く 作 業 が で きる よう 、 必 要 な 措置 を 講じ る 。 
5 管理 者 、 動 物 実験 責任 者 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 は 、 実 験 動物 の 飼養 及 
び 保管 並び に 動物 実験 等 の 実施 に 関係 の な い 者 が 実験 動物 等 に 接する こと が な 
いよ う 、 必 要 な 措置 を 講じ る 。 





























(緊急 時 の 対応 ) 
第 11 条 管理 者 等 は 、 地 震 、 火 災 等 の 緊急 時 に 執る べき 措置 の 計画 を あら か じ め 
作成 し 、 関 係 者 に 対し て 周知 を 図る 。 
2 管理 者 、 動 物 実験 責任 者 、 動 物 実験 実施 者 及び 飼養 者 は 、 緊 急 事態 発生 時 に 
お いて 、 実験 動物 の 保護 、 実 験 動物 の 逸走 に よる 危害 防止 に 努め る 。 








第 9 章 教育 訓練 
第 12 条 所 長 は 、 以 下 に 掲げ る 事項 に 関す る 教育 訓練 を 実施 し 、 動 物 実 験 責任 者 、 
動物 実験 実施 者 及び 飼養 者 に 受け させ る 。 
1) 法 及び 指針 等 並び に 当 セ ンタ ー の 定め る 規程 等 
2) 動物 実験 等 の 方 法 に 関す る 基本 的 事項 
3) 実験 動物 の 飼養 又は 保管 に 関す る 基本 的 事項 
4) 安全 確保 、 安 全 管 理 に 関す る 事項 
5) その 他 、 適 切な 動物 実験 等 の 実施 に 関す る 事項 
2 所 長 は 、 教 育 訓練 の 実施 日 、 教 育 内 容 、 講 師 及び 受講 者 名 の 記録 を 保存 する 。 





第 10 章 自己 点検 ・ 評 価 ・ 検 証 

第 13 条 所 長 は 、 動 物 実験 委員 会 に 飼養 保管 基準 及び 基本 指針 へ の 適合 性 に 関し 
て 、 自 己 点検 ・ 評 価 を 行わ せる 。 

2 動物 実験 要員 会 は 、 動 物 実験 等 の 実施 状況 等 に 関す る 自己 点検 ・ 評 価 を 行い 、 
その 結果 を 所 長 に 報告 する 。 

3 動物 実験 要員 会 は 、 職 員 等 に 自己 点検 ・ 評 価 の た め の 資 料 を 提出 させ る こと 
が で きる 。 

4 所 長 は 、 自 己 点検 ・ 評 価 の 結果 に つい て 、 外 部 の 者 に よる 検証 を 受け る よう 
努め る 。 





第 11 章 情報 公開 
第 14 条 所 長 は 、 当 セン ター に お ける 動物 実験 等 に 関す る 情報 (動物 実験 等 に 関 
する 規程 、 実 験 動物 の 飼養 保管 状況 、 自 己 点検 ・ 評 価 ・ 検 証 の 結果 、 動 物 実験 
委員 会 の 構成 等 の 情報 等 ) を 毎年 1 回 程度 公表 する 。 











第 12 章 補 則 
(準用 ) 
第 15 条 第 3 条 第 1 号 に 定め る 実験 動物 以外 の 動物 を 使用 する 動物 実験 等 に つい 
て は 、 飼養 保管 基準 の 趣意 に 沿っ て 行う よう 努め る 。 


(違反 行為 に 対す る 措置 ) 
第 16 条 所 長 は 、 本 規程 の 各 条 項 に 違反 し た 職員 等 に 対し 、 必 要 に 応じ て 動物 実 
験 停止 等 の 措置 を と る こと が で きる 。 





(雑則 ) 
第 17 条 この 規程 に 定め る も の の ほか 、 必 要 な 事項 は 、 所 長 が 別に 定め る 。 


附則 
この 規程 は 、 平 成 30 年 3 月 1 日 か ら 施行 する 。 


